
※地方創生臨時交付金交付限度額　660,551千円

事業費(実績額) コロナ交付金充当額 事業費(実績額) コロナ交付金充当額

医療提供体制の強化（2事業） 10,206,900円 10,206,900円 エネルギー・原材料・食料等安定供給対策（2事業） 165,055,394円 165,055,394円

● 新型コロナウイルス感染症自宅療養者等支援事業【健康増進課】 3,300,000円 3,300,000円 ● 八街市プレミアム商品券事業【商工観光課】 161,094,693円 161,094,693円

新型コロナウイルスに感染し,自宅療養または自宅待機を指示された方で、食糧品を揃えることが困難な
方に対して支援をする。

プレミアム付商品券(プレミアム率30％)を発行し、コロナ禍において物価高騰に直面する市民に対する支
援を行う。

● 新型コロナウイルス感染症医療用抗原検査キット購入【健康増進課】 6,906,900円 6,906,900円 ● 妊婦出産等支援金給付事業【健康増進課】 3,960,701円 3,960,701円

新型コロナウイルス感染症医療用抗原検査キットを購入、小・中学校や放課後児童クラブ、児童館、つく
し園に配付して、在園・校中に体調悪化した場合の至急検査やスクリーニング検査を実施する。

新型コロナウイルス感染症の拡大により経済的影響等を受けている、妊婦のいる世帯の経済的負担の軽
減を図るとともに、安心して出産や子育てができるよう支援金を給付する。

地域経済の活性化（6事業） 11,080,098円 11,080,098円 新たな価格体系への適応の円滑化に向けた中小企業対策等（3事業） 111,780,109円 111,780,109円

● 新型コロナウイルス感染症対策事業(庁舎等)【財政課】 905,208円 905,208円 ● 八街市農業元気アップ支援金事業【農政課】 23,363,863円 23,363,863円

庁舎等の公共施設における新型コロナウイルス感染拡大防止のための対策を実施する。 コロナ禍における原油価格高騰の影響により、農業経営の逼迫を招いている農業経営体に対して、１経
営体につき3万円の支援金を給付し、市内農業者の農業経営を支援する。

● 児童クラブ整備事業【子育て支援課】 3,212,000円 3,212,000円 ● ファイトやちまた中小企業等支援金事業【商工観光課】 68,010,288円 68,010,288円

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、児童クラブの空調設備を更新し、十分に換気できる環境を整え
集団感染を予防する。

市内の中小企業等(個人事業主含む）に対し、支援金を支給することで安定した事業継続の下支えが
図られる。

● 図書館安全・安心確保事業【図書館】 5,445,000円 5,445,000円 ● 高齢者等施設物価高騰支援事業【高齢者福祉課】 20,405,958円 20,405,958円

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、図書館の室内換気設備を更新し、十分に換気できる環境を
整え集団感染を予防する。

新型コロナウイルス感染症及びエネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた高齢者、障がい者
等施設事業者への経営支援するため、給付金を支給する。

● 新型コロナ感染症等に対応した新たな災害対応資材整備事業【防災課】 746,350円 746,350円

情報発信機材を整備し、人との接触を必要最小限にすること（３密対策）で、避難所内での新型コロ
ナウイルス感染症の拡大を防ぐ。 リモート化等によるデジタル・トランスフォーメーションの加速（5事業） 259,764,380円 259,764,380円

● 南部老人憩いの家自動水栓化等改修事業【高齢者福祉課】 282,040円 282,040円 ● 子育て世帯元気アップ給付金事業2022【子育て支援課】 78,087,154円 78,087,154円

高齢者施設の手洗いに自動水栓化等を導入することにより、新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図
る。

新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰等の影響を大きく受けている子どもたちを養育する子
育て世帯に対し、臨時特別的に１児童あたり１万円を支給する。

● 第4庁舎バリアフリートイレ設備感染症対策改修工事【財政課】 489,500円 489,500円 ● 私立幼稚園運営事業費【子育て支援課】 2,604,000円 2,604,000円

市第４庁舎のバリアフリートイレ設備のタッチレスセンサースイッチ等の導入により、ハンドルやレバーに触れる
必要がなくなるため、利用者のウイルス付着による新型コロナウイルス感染症拡大を防ぐ。

新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰等に係る施設運営の負担増を、各施設に対し支援
するとともに、当該施設に通う子どもたちの健やかな安定した教育の提供を確保する。

● 私立保育園等運営事業費【子育て支援課】 4,128,000円 4,128,000円

地方を活性化し、世界とつながる「デジタル田園都市国家構想」（5事業） 106,245,667円 95,553,612円 新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰等に係る施設運営の負担増を、各施設に対し支援
するとともに、当該施設に通う子どもたちの健やかな安定した保育の提供を確保する。

● 中学校用電子黒板整備事業(普通教室分)【学校教育課】 13,860,000円 8,860,000円 ● 学校給食食材料高騰対策事業【学教給食センター】 15,943,171円 15,943,171円

中学校の電子黒板を整備することで、新型コロナウイルス感染症の拡大による休校等においても、生徒の
学びを保障することができる。

コロナ禍で物価高騰の影響をうける学校給食の献立について、食材料の価格高騰分に交付金を充てるこ
とにより、児童、保護者負担を増やすことなく学校給食が提供できる。(教職員は除く)

● 公共施設予約システム導入事業【スポーツプラザ】 1,397,000円 1,397,000円 ● 子育て世帯物価高騰支援事業【子育て支援課】 159,002,055円 159,002,055円

公共施設の予約をオンライン化することで、施設予約時の非接触化を図り、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大を防止する。

新型コロナウイルス感染症及び電力・ガス・食料品等価格高騰等の影響を大きくうけているいる子どもたち
を養育する子育て世帯に対して、臨時特別的に１児童あたり２万円を支給する。

● 土地・家屋台帳等電子化事業【課税課】 6,992,700円 6,992,700円

固定資産課税台帳及び補充課税台帳を電子ファイルに移行することで、不特定多数の職員が紙台帳に
接触することがなくなり、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止する。 ウィズコロナ下での感染症対応の強化（1事業） 7,110,507円 7,110,507円

● 電子黒板整備事業(小学校：普通教室、特別教室、中学校(特別教室分))【学校教育課】 82,456,000円 76,763,945円 ● 八街市保育園等新型コロナウイルス感染症対策事業【子育て支援課】 7,110,507円 7,110,507円

小・中学校の電子黒板を整備することで、新型コロナウイルス感染症の拡大による休校等においても、生
徒の学びを保障することができる。

市内保育園における新型コロナウイルス感染症対策に必要な物品の購入等に対する補助及び公立保
育所における新型コロナウイルス感染症対策に必要な物品の購入

● 図書館パワーアップ事業【図書館】 1,539,967円 1,539,967円

リモート環境で貸出できる電子書籍を充実させ、図書館の来館をおさえることにより、新型コロナウイルス感
染拡大防止を図ることが出来るとともに、読書環境を充実させることができる。

令和４年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業一覧

総事業費

うち、コロナ交付金充当額

671,243,055円

660,551,000円



1 事業始期 R4.6 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 905,208 担 当 課 財政課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 新型コロナウイルス感染症対策事業(庁舎等)

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象庁舎施設整備率（％）

庁舎等の公共施設における新型コロナウイルス感染拡大防止のための
対策を実施する。

計 画 値 100

実 績 値

地方公共団体
備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

消耗品費（消毒用アルコール、ディスペンサー、アクリルパーティ
ション、除菌ティッシュ等）　905,208円 計画通りに実施できた。

当該交付金を活用して、市公共施設等における新型コロナウィルス感染症の
感染抑止及び防止を図るため、感染症対策用品を購入し、適正に活用するこ
とにより、施設利用者や市民に安心感を与えられたほか、事務が円滑に遂行
できた。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



2 事業始期 R4.6 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事業実績額 3,212,000 担 当 課 子育て支援課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 児童クラブ整備事業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象設備整備率（％）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、児童クラブの空調設備を更新
し、十分に換気できる環境を整え集団感染を予防する。

計 画 値 100

実 績 値

備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

八街市児童クラブ空調機改修工事請負費　3,212,000円
計画通りに実施できた。

当該補助金を活用し、『川上児童クラブ』と『沖児童クラブ』の空調設備工事
を行ったことで新型コロナウィルス感染症の拡大防止対策に取り組んだ。コロ
ナ禍、集団生活を送る中で児童と児童クラブ職員のクラスターが発生しなかっ
たことは、効果的な換気、空調効果が要因であると思われ、感染症対策を講じ
たことで学童保育の運営を継続することができ、学童保育の提供を確保するこ
とができた。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



3 事業始期 R4.6 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 5,445,000 担 当 課 図書館

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 図書館安全・安心確保事業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象設備整備率（％）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、図書館の室内換気設備を更
新し、十分に換気できる環境を整え集団感染を予防する。

計 画 値 100

実 績 値

市立図書館、図書館利用者
備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

八街市立図書館換気設備更新工事請負費　5,445,000円
計画通りに実施できた。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、図書館の室内換気設備を更新し、
十分に換気できる環境を整え集団感染を予防することができた。
また、換気装置を稼働して図書館を開館でき、安心して来館できる環境が整
備できた。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



4 事業始期 R4.4 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 3,300,000 担 当 課 健康増進課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称
新型コロナウイルス感染症自宅療養者等支援事
業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象者への給付率（％）

新型コロナウイルスに感染し,自宅療養または自宅待機を指示された方
で、食糧品を揃えることが困難な方に対して支援をする。

計 画 値 100

実 績 値

千葉県から自宅療養を指示された方又は自宅待機中の方のうち、親族
等から支援を受けることが困難な方 備

考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

自宅療養者等支援業務委託料　3,300,000円
計画通りに実施できた。

令和４年４月から令和5年３月までの間に、６５５件の支援依頼があり全て対
応。自宅療養者の不安を軽減し、安心な療養生活を過ごしてもらうことがで
きた。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



5 事業始期 R4.6 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 78,087,154 担 当 課 子育て支援課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 子育て世帯元気アップ給付金事業2022

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象者への給付率（％）

新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰等の影響を大きく
受けている子どもたちを養育する子育て世帯に対し、臨時特別的に１
児童あたり１万円を支給し、子育て世帯に対する適切な配慮を行う。

計 画 値 100

実 績 値

備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

・消耗品費（コピー用紙等）　13,915円
・印刷製本費（チラシ、封筒等）　252,175円
・通信運搬費（郵送に係る料金）　541,064円
・補助金（7,728件×10,000円）　77,280,000円

計画通りに実施できた。

新型コロナウィルス感染症及び原油価格・物価高騰等の影響を大きく受けて
いる子育て世帯に対し、1児童あたり1万円を支給。児童7,728人に対し給付金
の支給を実施。子育て世帯に対する家計への配慮を行うことができた。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



6 事業始期 R4.6 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 161,094,693 担 当 課 商工観光課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 八街市プレミアム商品券事業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 商品券販売数（冊）

プレミアム付商品券(プレミアム率30％)を発行し、コロナ禍において
物価高騰に直面する市民の生活を支援するとともに、市内経済の回復
を図る。

計 画 値 40,000

実 績 値

市内在住者
備
考

37,948

達 成 率 94.9%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

・やちまたプレミアム付商品券事業業務委託（業務委託費用）
47,531,540円
・やちまたプレミアム付商品券事業業務委託（プレミアム分）
113,563,153円

計画通りに実施できた。

商品券事業を広く市民に周知するため、各世帯にポストインをおこなった。
また、販売所を郵便局を中心に市内の大型商業施設でも購入できるよう利便
性の向上を図った。このことにより、ほぼ計画どおりの商品券を販売するこ
とができ、市民の生活支援ならびに市内の経済回復に寄与した。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



7 事業始期 R4.6 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 13,860,000 担 当 課 学校教育課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 中学校用電子黒板整備事業(普通教室分)

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象設備整備率（％）

中学校の電子黒板を整備することで、新型コロナウイルス感染症の拡
大による休校等においても、生徒の学びを保障することができる。

計 画 値 100

実 績 値

備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

備品購入費（電子黒板４２台）　13,860,000円
計画通りに実施できた。

当該補助金を活用し、全中学校の普通教室に電子黒板を整備し、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大による休校等においても生徒の学びを保障する体制を
整えることができた。
休校ではなくても、新型コロナウイルス感染症のため欠席を余儀なくされる
児童・生徒の学びの保障をすることができた。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



8 事業始期 R4.6 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 1,397,000 担 当 課 スポーツプラザ

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 公共施設予約システム導入事業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 システム整備率（％）

公共施設の予約をオンライン化することで、施設予約時の非接触化を
図り、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止する。

計 画 値 100

実 績 値

スポーツプラザ・市営グラウンド・サッカー場・市営キャンプ場
・中央公民館を利用する方 備

考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

八街市公共施設予約システム導入業務委託料　1,397,000円
計画通りに実施できた。

　当該臨時交付金を活用することで、使用予約の際の密集･密接の機会を減ら
すことができ、また、利用者が施設を訪れることなく、空き状況の確認や施
設の使用予約ができるようになり、混雑が解消された。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



9 事業始期 R4.7 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事業実績額 746,350 担 当 課 防災課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称
新型コロナ感染症等に対応した新たな災害対応

資材整備事業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象備品整備率（％）

災害発生時の体調不良者収容施設となっている避難所（１箇所）での
避難者情報や災害情報等の情報発信において、情報発信機材が不足し
ており、避難所における情報発信は人を介した発信が主である。
そのため、情報発信機材を整備し、人との接触を必要最小限にするこ
と（３密対策）で、避難所内での新型コロナウイルス感染症の拡大を
防ぐ。

計 画 値 100

実 績 値

備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

備品購入費（電子黒板、プリンター、65型ディスプレイ等）　746,350
円 計画通りに実施できた。

当該交付金を活用し、避難所に情報発信機材を整備したことで、人との接触
を必要最小限にすることが可能となり、避難所内での新型コロナウイルス感
染症防止対策を図ることができた。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



10 事業始期 R4.7 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 282,040 担 当 課 高齢者福祉課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 南部老人憩いの家自動水栓化等改修事業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象設備整備率（％）

高齢者施設の手洗いに自動水栓化等を導入することにより、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大防止を図る。

計 画 値 100

実 績 値

備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

南部老人憩いの家自動水栓化等改修工事請負費　282,040円
計画通りに実施できた。

4ヶ所ある既存の立水栓を自動水栓に交換したことで、非接触での手洗いが可
能となり、リスクの高い高齢者に対する感染症拡大の防止を図る事ができ
た。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



11 事業始期 R4.7 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 489,500 担 当 課 財政課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称
第4庁舎バリアフリートイレ設備感染症対策改

修工事

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象設備整備率（％）

市第４庁舎のバリアフリートイレ設備のタッチレスセンサースイッチ
等の導入により、ハンドルやレバーに触れる必要がなくなるため、利
用者のウイルス付着による新型コロナウイルス感染症拡大を防ぐこと
ができる。

計 画 値 100

実 績 値

地方公共団体
備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

第4庁舎バリアフリートイレ設備感染症対策改修工事請負費　489,500
円 計画通りに実施できた。

当該交付金を活用して感染源となるトイレの衛生対策を行い、感染防止を強
化できたことから、市第４庁舎バリアフリートイレにおける新型コロナウイ
ルス感染症の感染抑止が向上し、施設利用者が安心してトイレを利用できる
ようになった。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



12 事業始期 R4.7 事業終期 R4.12

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

・消耗品費（コピー用紙等）　29,290円
・印刷製本費（封筒印刷）　73,260円
・通信運搬費（郵送に係る料金）　196,193円
・会計年度任用職員報酬（１名×２ヶ月）　141,120円
・費用弁償（会計年度任用職員1名の通勤に係る交通費）4,000円
・支援金（764件×30,000円）　22,920,000円

計画通りに実施できた。

コロナ禍において原油価格、物価高騰の影響を受けている農業経営体に対し
て支援金を交付することで、市内農業者の農業経営を支援できた。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象者への給付率（％）

コロナ禍における原油価格高騰の影響により、燃料、肥料、資材等の
価格が上がり農業経営の逼迫を招いている農業経営体に対して、１経
営体につき3万円の支援金を給付し、市内農業者の農業経営を支援す
る。

計 画 値 100

実 績 値

備
考

100

達 成 率

事 業 実 績 額 23,363,863 担 当 課 農政課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 八街市農業元気アップ支援金事業



13 事業始期 R4.7 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 2,604,000 担 当 課 子育て支援課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 私立幼稚園運営事業費

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象者への給付率（％）

新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰等に係る施設運営
の負担増を、各施設に対し支援するとともに、当該施設に通う子ども
たちの健やかな安定した教育の提供を確保することを目的とする。

計 画 値 100

実 績 値

私立幼稚園
備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

・補助金（（学）薄永学園）　1,476,000円
・補助金（（学）文化学園）　1,128,000円 計画通りに実施できた。

原油価格・物価高騰等に係る施設運営の負担増の影響を受けている私立幼稚
園に対し支援するとともに、当該施設に通う子どもたちの健やかな安定した
教育の提供を確保することができた。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



14 事業始期 R4.7 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 4,128,000 担 当 課 子育て支援課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 私立保育園等運営事業費

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象者への給付率（％）

新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰等に係る施設運営
の負担増を、各施設に対し支援するとともに、当該施設に通う子ども
たちの健やかな安定した保育の提供を確保することを目的とする。

計 画 値 100

実 績 値

私立保育園等
備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

・補助金（（社）生活クラブ）　720,000円
・補助金（（社）開拓）　1,332,000円
・補助金（（学）千葉明徳学園）　900,000円
・補助金（（学）栄伸学園）　720,000円
・補助金（鈴木栄枝）　228,000円
・補助金（（有）ライフサポート）　228,000円

計画通りに実施できた。

原油価格・物価高騰等に係る施設運営の負担増の影響を受けている私立保育
園等に対し支援するとともに、当該施設に通う子どもたちの健やかな安定し
た保育の提供を確保することができた。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



15 事業始期 R4.7 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 15,943,171 担 当 課 学校給食センター

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 学校給食食材料高騰対策事業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 給食の栄養指数 給食実施学校数(分校含む)

令和2年3月の緊急事態宣言以降、コロナ禍で物価高騰の影響をうける
学校給食の献立について、食材料の価格高騰分に交付金を充てること
により、児童、保護者負担を増やすことなく学校給食が提供できる。
(教職員は除く)

計 画 値 100 13

実 績 値

備
考

　学校給食摂取基準の基づくエネルギー基準値は、小学校650kcalで、中学校
830kcalである。

92.8 13

達 成 率 92.8% 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

賄材料費（学校給食食材料費）15,943,171円
計画通りに実施できた。

　学校給食摂取基準に基づき、基準の栄養価を年間平均で満たすことを目標
に献立作成に努めているが、近年、特にエネルギーを１００満たす事が困難
になっていた。
　令和２年度の数値（小学校平均エネルギー623.4kcal，中学校平均エネル
ギー794.6kcal）を満たす事を目標に、令和４年７月より学校給食費の11％を
交付金で補填した。結果、令和４年度の年度当初よりも数値（小学校平均エ
ネルギー612.48kcal，770.51kcal）が回復したものの、令和２年度の数値を
上まわることが出来なかった。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



16 事業始期 R4.7 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 68,010,288 担 当 課 商工観光課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 ファイトやちまた中小企業等支援金事業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象者への給付率（％）

市内の中小企業等(個人事業主含む）に対し、支援金を支給することで
安定した事業継続の下支えが図られる。

計 画 値 100

実 績 値

市内に事業所等を有する中小企業者等ならびに個人事業主
備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

・消耗品費（コピー用紙等）　40,617円
・印刷製本費（チラシ、封筒）　338,800円
・通信運搬費（郵送に係る料金）　346,560円
・会計年度任用職員報酬（１名×4ヶ月）　234,311円
・支援金（2,235件×30,000円）　67,050,000円

計画通りに実施できた。

当該補助金を活用し、コロナ禍において原油価格、物価高騰の影響を受けて
いる中小企業者等の支援に取り組んだ。
コロナ禍における原油価格、物価高騰の状況下においても、支援金を交付す
ることで事業者の事業継続ならびに、市内経済活動の一助となった。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



17 事業始期 R4.7 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事業実績額 6,992,700 担 当 課 課税課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 土地・家屋台帳等電子化事業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称
固定資産台帳電子化率

（％）

固定資産課税台帳及び補充課税台帳の電子ファイルへの移行による行政
事務のデジタル化を図ることで、不特定多数の職員が紙台帳に接触する
ことなく、パソコンからの閲覧が可能となり、新型コロナウイルス感染
症の感染拡大を防止させる。また、行政事務のデジタル化に伴う業務の
効率化により、職員の業務体制が改善され、市民サービスの向上にも繋
がっていく。

計 画 値 100

実 績 値

備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

固定資産課税台帳電子化業務委託料　6,992,700円
計画通りに実施できた。

当該補助金を活用し、固定資産課税台帳及び補充課税台帳の閲覧の際に、不特
定多数の職員が紙台帳に接触することなく、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止対策に取り組んだ。
コロナ禍においても、課税課担当職員がパソコンからの閲覧が可能となったこ
とで、検索やコピーなど業務体制が改善された。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



18 事業始期 R4.10 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 6,906,900 担 当 課 健康増進課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称
新型コロナウイルス感染症医療用抗原検査キッ

ト購入

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称
事案発生時の抗原検査キッ

トの配布率（％）

新型コロナウイルス感染症の医療用抗原検査キットを購入、小・中学
校や放課後児童クラブ、児童館、つくし園に配付して、在園・校中に
体調悪化した場合の至急検査やスクリーニング検査を実施する。

計 画 値 100

実 績 値

市内の幼稚園、保育園、こども園、認可外保育施設、小・中学校、放
課後児童クラブ、児童館及びつくし園の在籍者又は利用者 備

考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

消耗品費（医療用抗原検査キット（10テスト入））　6,906,900円
計画通りに実施できた。

医療用抗原検査キットを５９８セット（１セット10回分）購入し、全数を計
画どおりに配付した。
在園・校中、又は施設利用時に体調悪化した際に、至急検査やスクリーニン
グ検査を実施して、子供の感染の軽減を図った。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



19 事業始期 R4.10 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 159,002,055 担 当 課 子育て支援課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 子育て世帯物価高騰支援事業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象者への給付率（％）

新型コロナウイルス感染症及び電力・ガス・食料品等価格高騰等の影
響を大きくうけている子どもたちを養育する子育て世帯に対して、臨
時特別的に１児童あたり２万円を支給し、子育て世帯に対する適切な
配慮を行う。

計 画 値 100

実 績 値

備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

・消耗品費（コピー用紙等）　53,042円
・印刷製本費（チラシ、封筒）　348,282円
・通信運搬費（郵送に係る料金）　400,731円
・支援金（7,910件×20,000円）　158,200,000円

計画通りに実施できた。

新型コロナウィルス感染症及び電力・ガス・食料品等価格高騰等の影響を大
きく受けている子育て世帯に対し、1児童あたり2万円を支給。児童7.910人に
対し給付金の支給を実施。子育て世帯に対する家計への配慮を行うことがで
きた。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



20 事業始期 R4.10 事業終期 R5.１

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 20,405,958 担 当 課 高齢者福祉課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 高齢者等施設物価高騰支援事業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称
補助金（給付金）
交付件数（件）

新型コロナウイルス感染症及びエネルギー・食料品価格等の物価高騰
の影響を受けた高齢者、障がい者等施設事業者への経営支援するた
め、給付金を支給する。

計 画 値 71

実 績 値

介護サービス事業者及び障がい福祉サービス事業者
備
考

69

達 成 率 97.2%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

・通信運搬費（郵送に係る料金）　5,958円
　【内訳】
　・高齢者福祉課　　3,696円
　・障がい福祉課　　2,262円
 
・給付金（33件×400,000円,36件×200,000件）　20,400,000円
　【内訳】
　高齢者福祉課
　　22件×400,000円＝8,800,000円
　　25件×200,000円＝5,000,000円
　障がい福祉課
　　11件×400,000円＝4,400,000円
　　11件×200,000円＝2,200,000円

計画通りに実施できた。

給付金を支給することにより、事業所の費用負担の軽減、経営への影響を緩
和し、入所している高齢者の生活環境の維持や安定した事業運営を図ること
ができた。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



21 事業始期 R4.10 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 3,960,701 担 当 課 健康増進課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 妊婦出産等支援金給付事業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象者への給付率（％）

新型コロナウイルス感染症の拡大により経済的影響等を受けている、
妊婦のいる世帯の経済的負担の軽減を図るとともに、安心して出産や
子育てができるよう支援金を給付する。

計 画 値 100

実 績 値

令和４年１１月２日以降に出産予定の妊婦
備
考

99.5

達 成 率 99.5%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

・通信運搬費（郵送に係る料金）　20,701円
・支援金（197件×20,000円）　3,940,000円 計画通りに実施できた。

物価価格高騰による食料品の買い控えを原因とする妊婦の食事制限は、出産
準備の体作り及び出生児の栄養状態に多大な影響を与える。
これを防止するために妊婦世帯への支援金の給付を行い、経済的負担の軽減
の一助とすることができた。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



22 事業始期 R4.12 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 82,456,000 担 当 課 学校教育課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称
電子黒板整備事業(小学校：普通教室、特別教

室、中学校(特別教室分))

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象設備整備率（％）

小・中学校の電子黒板を整備することで、新型コロナウイルス感染症
の拡大による休校等においても、生徒の学びを保障することができ
る。

計 画 値 100

実 績 値

備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

・備品購入費（電子黒板160台）　82,456,000円
計画通りに実施できた。

当該補助金を活用し、全小学校の普通教室並びに全小・中学校の特別教室に
電子黒板を整備し、新型コロナウイルス感染症の拡大による休校等において
も生徒の学びを保障する体制を整えることができた。
休校ではなくても、新型コロナウイルス感染症のため欠席を余儀なくされる
児童・生徒の学びの保障をすることができた。また、普通教室以外の授業に
おいても同様に学びを保障することができた。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



23 事業始期 R4.10 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 7,110,507 担 当 課 子育て支援課

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称
八街市保育園等新型コロナウイルス感染症対策

事業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称 対象備品整備率（％）

市内保育園における新型コロナウイルス感染症対策に必要な物品の購
入等に対する補助及び公立保育所における新型コロナウイルス感染症
対策に必要な物品の購入

計 画 値 100

実 績 値

公立保育園及び私立保育園等
備
考

100

達 成 率 100.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

・消耗品費（消毒用アルコール、ハンドソープ、マスク等）
2,892,907円
・備品費（加湿空気清浄機）　105,600円
・補助金（新型コロナウイルス感染症対策に必要な物品の購入等に対
する補助）　4,112,000円

計画通りに実施できた。

新型コロナウイルス感染症対策に必要な物品等を購入し、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大の抑止及び防止しを図り、大規模な休園等を行うことな
く、地域の社会機能を維持した。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。



24 事業始期 R4.4 事業終期 R5.3

円

【目的・効果】

【経費内容の積算根拠】 【実施状況】

【事業評価】

【八街市まち・ひと・しごと創生本部有識者会議による事業評価】

【事業の対象】

事 業 実 績 額 1,539,967 担 当 課 図書館

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業評価シート】実施状況及び効果検証に関する資料

事 業 番 号 事 業 名 称 図書館パワーアップ事業

事

業

の

概

要

指
　
標

指 標 名 称
整備電子書籍数
（タイトル）

リモート環境で貸出できる電子書籍を充実させ、図書館の来館をおさ
えることにより、新型コロナウイルス感染拡大防止を図ることが出来
るとともに、読書環境を充実させることができる。

計 画 値 350

実 績 値

市立図書館、図書館利用者
備
考

371

達 成 率 106.0%

事

業

の

効

果

検

証

内
　
部
　
評
　
価

八街市電子図書館システム電子書籍コンテンツ使用料
1,539,967円 計画通りに実施できた。

計画どおり電子書籍コンテンツを371冊追加し、計1,508冊とすることがで
き、リモート環境で貸出できる電子書籍を充実させ、図書館の来館を抑える
ことにより、新型コロナウィルス感染拡大防止を図ることができるととも
に、読書環境を充実させることができた。年度末には延べ2,327人、3,947冊
が利用され、ウィズコロナ下での読書形態の一つとして市民に認知された。

外
　
部
　
評
　
価

適当と認める。


